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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主部材と側方分岐部材とを備え、上記側方分岐部材は上記主部材のある部分の途中で上
記主部材と結合しており、上記主部材は先端部と基部を有しており、上記先端部および基
部は変動する直径を有しており、上記側方分岐部材は上記主部材の上記先端部とともに変
動する直径を有し、
　上記主部材の上記先端部、上記主部材の上記基部、及び、上記側方分岐部材の夫々は、
互いに異なる幾何学的な形状を有し、上記主部材の上記基部および上記側方分岐部材は、
上記主部材の上記先端部よりも撓みやすくなっているステント。
【請求項２】
　上記主部材および上記側方分岐部材はヒンジにより連結されている請求項１に記載のス
テント。
【請求項３】
　上記主部材の上記先端部は溝を有する一連のリングを有し、隣り合うリング同士が複数
の連結部材で連結されており、上記主部材の上記基部は一連の波状の部分を有し、隣り合
う波状の部分同士がΩ状の連結部で連結されており、上記側方分岐部材は溝部を有する一
連のリング部材を有し、隣り合うリング部材同士がΩ状の連結部材で連結されている、請
求項１または２に記載のステント。
【請求項４】
　ステントとステント配備システムの組み合わせであり、
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　上記ステントが主部材と側方分岐部材とを備え、上記側方分岐部材は上記主部材のある
部分の途中で上記主部材と結合しており、上記主部材は先端部と基部を有しており、上記
先端部および基部は変動する直径を有しており、上記側方分岐部材は上記主部材の上記先
端部とともに変動する直径を有しており、上記主部材の上記先端部、上記主部材の上記基
部、及び、上記側方分岐部材の夫々は、互いに異なる幾何学的な形状を有し、上記主部材
の上記基部および上記側方分岐部材は、上記主部材の上記先端部よりも撓みやすくなって
おり、
　上記ステント配備システムが、第１のバルーンと第２のバルーンとを備え、上記第１の
バルーンが上記主部材を運ぶように形成され、上記第２のバルーンが上記側方分岐部材を
運ぶように形成されているステントとステント配備システムの組み合わせ。
【請求項５】
　上記主部材の上記先端部は溝を有する一連のリングを有し、隣り合うリング同士が複数
の連結部材で連結されており、上記主部材の上記基部は一連の波状の部分を有し、隣り合
う波状の部分同士がΩ状の連結部で連結されており、上記側方分岐部材は溝部を有する一
連のリング部材を有し、隣り合うリング部材同士がΩ状の連結部材で連結されている、請
求項４に記載のステントとステント配備システムの組み合わせ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、体内の管、特に血管内に埋め込まれる二股に分岐したステントの体内埋め込み
装置およびその装置の配備システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般にステントと呼ばれている一種の体内埋め込み装置は、血管における閉塞、狭窄また
は動脈瘤を処置するために血管内に配備すなわち埋設される。これらの装置は、血管の潰
れた箇所、部分的に閉塞した箇所、弱くなった箇所、または異常に拡張した箇所を補強す
るために血管系に埋め込まれる。また、ステントは、尿管または輸胆管を補強するために
、こららの管に埋め込まれて成果を上げてきた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来のステントの特性として挙げられることは、これらが真っ直ぐな管状に形成されてい
るということである。従って、管内の分岐（枝分かれの部分）またはその近辺にある疾患
を処置するためにかかるステントを使用するのは、基幹の管とそこから分岐した管の両方
または一方の開通性の程度を悪化させるという危険を招く。疾患のある組織の移動、血管
の痙攣、内膜の組織弁に伴う切開、または組織弁に関わりない切開、血栓、および塞栓形
成といった問題の結果、この悪化現象は起こりうる。
【０００４】
この体内埋め込み装置（stent)を体内に埋め込む一般的な方法では、まず管の箇所をバル
ーンカテーテルで開き、その後、管内の弱い箇所をまたぐ部分にステントを配置する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明にステントに係り、さらに詳しくは、対象となる体内の分岐する管に挿入される二
股に分岐したステントに関する。本発明によって製造されたステントは、ステントを通じ
て流体が流れることのできる第１の流路を画定する構造を有する。さらに詳しくは、一連
の相互に接続された部材が、この第１の流体流路の軸線方向に沿って延びており、第１の
流体流路を画定する。
【０００６】
好ましくは第２の一連の相互に接続された部材を用いて構成された別の構造が、第２の支
流流路を画定する。第１の流路および第２の流路を画定する構造を柔軟な相互接続部が結
合する。この柔軟な相互接続部が適切に曲がることにより、この二股に分岐したステント
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が挿入される管の形状に第１の流体流路および第２の流体流路は適合させられることが可
能となる。
【０００７】
二股に分岐したステントは、分岐した体内の管に挿入されうる初期形状から、分岐した管
の内部で固定される膨張形状まで膨張されうるような材料から形成されている。好ましく
は、ステントを形成する一連のループに対して外力を与えてステントを膨張させるために
、バルーンカテーテルが使われる。対象となる管の内部に二股分岐ステントを配備するに
は、一つまたは複数のバルーンが膨張されてステントを血管の内壁に接触させ、この後、
バルーンが収縮されてステントは所定位置に残される。
【０００８】
本発明によって製造されたステントの好適な用途は、分岐した血管への挿入である。本発
明によって製造されたステントは、典型的には、冠状動脈の血管構造（右冠状動脈、左総
冠状動脈、左前下行冠状動脈、回旋冠状動脈およびそれらの支流）および末梢血管構造（
頸動脈、大動脈、大腿動脈、膝窩動脈および他の動脈）での使用が意図されている。
【０００９】
本発明によって製造されたステントは、体内の他の分岐した管への埋め込みにも適する。
例えば、本発明は、胃腸系統、気管・気管支ツリー構造、胆汁系統および泌尿生殖器系統
への埋め込みにも使用することができる。
【００１０】
本発明に関連して説明するように、ステントは三つの部分を有する。各部分は、幾何学的
な形状が異なっている。これらの相互に異なる幾何学的形状によって、ユーザは、放射線
で不透過な部分を最適に見守ることができ、なおかつ管の分岐部をステントがカバーする
のを最適に見守ることができる。
【００１１】
さらに、このような幾何学的形状は、動脈の分岐した支流における個々の形状の特異性に
適合する能力を与える。ステントの主部材の基部は、一連の傾いた筋交いと、柔軟なΩ状
の連結部を有する。主部材の先端部は可変形状を有する。主枝部の先端部は、ステントの
直径の膨張を阻害しないようなさらに高い柔軟性を有するように設計されている。側方分
岐部材の先端部は、苦労の多い側方枝部の傾きに適合するためにさらに高い柔軟性を持つ
ように設計されている。ステントの主部材および側方分岐部材は、これらに厳重に結合さ
れたヒンジ連結部によって連結されている。このヒンジ連結部は、極めて柔軟であり、患
者の血管構造で様々に変形することができる。
【００１２】
この二股に分岐したステントとともに使用される特定の配備システムは、二つのバルーン
を持つシステムを含む。第１のバルーンは主部材の内部にその全長に沿って配置される。
第２のバルーンは側方分岐部材の内部に配置される。これにより、ステントが動脈に沿っ
て進められる（通過させられる）ときに、ステントの分岐された先端部は、血管構造の側
方枝部の内部に良好に収まることができる。この側方分岐部材は、傾いた基部を有する。
この傾いた基部は、ステントの主部材の開口に配置される。また、この傾いた基部により
、ステントの主部材に対する最適な挿入が可能とされる。この様式により、体内の管の二
股に分岐した領域の内面全体を覆うことができる。多くの場合、この分岐した領域の内面
はステントで完全に覆うことが困難であるばかりでなく、たいていの場合、分岐部での血
小板（plaque）の堆積があるためにステントに膨張してほしい場所でもある。
【００１３】
特徴的なこととして、ステントの部材が膨張された後であっても、ヒンジ部材は、ステン
ト全体に対して一方の部材が他方に対して曲がることを可能にする。膨張後にステントの
部材が適度な量だけ曲げることにより、ステントの側方分岐部材は主部材に対して最適に
位置することが可能となる。さらにまた、この配備システムは、基部で相互に結合された
二つのバルーンを有しており、側方分岐部材のためのバルーンの先端は、主部のためのバ
ルーンの先端よりも長い。
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【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明は、図面を参照することにより、さらに深く理解することができる。
上述のように、本発明のステントは、基幹となる主部材を有しており、この主部材は傾い
た筋交いと、柔軟なΩ状の連結部とを有する。傾いた筋交いがあるために、余分な応力を
ステントおよびバルーンのような膨張手段の両方に加えなくても、ステントは、その基端
において二つのバルーンを内包することが可能であり、基部において比較的大きな直径（
すなわち傾いていない筋交いを持つステントに比べて大きな直径）を持つように膨張する
ことが可能である。二股に分岐したステントを配置するのに最も苦労することは、分岐の
尖った箇所(carina、以下「カライナ」と呼ぶ）をステントで覆うこと、カライナにおけ
る血小板の変異（plaque shift）を防止すること、およびカライナに反対にある側方枝部
の基部の面をステントの側方分岐部材で覆うことである。本発明のステントの側方分岐部
材の基端は、上述の問題の全てを解決するために設計されている。この二股に分岐したス
テントは、カライナに良好に適合し、この場所での血小板の変異を防止し、カライナに対
面する側方枝部の基部側の面を最適に覆うことができるように設計されている。
【００１５】
また、本発明の分岐したステントの側方分岐部材の傾いた基端は、比較的大きな分岐角（
主枝部の動脈とその側方枝部との間の角度）を持つ側方枝部の内部にてこの側方分岐部材
が膨張するにつれて、ステントのこの基端で筋交いが収縮するための余裕をみて形成され
ている。このように筋交いが収縮することにより、ステントの主流の内腔に進入した部分
は、ステントの膨張の間に大きく屈曲することがない。従って、側方分岐部材のためのバ
ルーンがパンクするおそれを最小限にすることができる。
【００１６】
後述するように、本発明のステント配備システムは、基部で相互に結合された二つのバル
ーンを有しており、側方分岐部材のためのバルーンの先端は、主部のためのバルーンの先
端よりも長い。すなわち、側方分岐部材のためのバルーンの先端は、主部のためのバルー
ンの先端よりも遠くまで延びる。この配備システムの形状的特徴は、いくつかの重要な利
益をユーザにもたらす。すなわち、両方のバルーンの識別が容易であり、側方枝部への側
方分岐部材の挿入が容易になり、さらに重要なこととして、分岐に挿入するにあたっての
ステントの適切な回転および進行方向の確定が補助されることになる。なお、ステントの
主部材に設けられた側方分岐部材が側方から挿入されるための孔の向きを、体内の管の側
方枝部の内腔に揃えるためには、適切なステントの回転が必要である。
【００１７】
図１および図３に示されるように、二股に分岐したステント１０は、二つの部材と性質が
まるで異なった三つの部分を有する。まず、ステント１０は主部材１２を有しており、主
部材１２は基部１３と先端部１４を有する。また、ステント１０は側方分岐部材１５を有
しており、側方分岐部材１５は先端部１６のみを有する。主部材１２および側方分岐部材
１５はヒンジ２０により接続されている。これらの別種の部材は、目的に応じて取り扱わ
れる。通常、ステント１０は、レーザで切断された手術用等級３１６Ｌステンレス鋼の管
から形成される。ただし、他の使用可能な材料として、タンタル、プラスチックまたは形
状記憶合金（Naval Ordinance Material）があることが分かっている。形状記憶合金は、
ニッケルとチタンの各種の配合の合金であるニチノールとして知られている。ステント１
０は、例えば、Palmazに付与された米国特許第４，７３３，６６５号に記載された方法ま
たはその他の実用的な管のエッチングおよびカッティング方法のような周知の方法で製造
することができる。米国特許第４，７３３，６６５号は、参照されることにより、本出願
の開示の一部をなすものとする。
【００１８】
主部材１２は、基部１３と先端部１４を有する。先端部１４は、溝を有する一連のリング
３０から構成されており、これらのリング３０は極めて多数の連結部材３１で連結されて
いる。図２に最も明確に示されるように、各リング３０には１２の溝３２があり、隣り合
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うリング３０同士は二つの連結部材３１で連結されている。もちろん、金属のワイヤ状の
湾曲構造をこの代わりに用いることも、完全に本発明の範囲の中に含まれる。溝３２とこ
れらに伴う連結部材３１は、Palmazに付与され本願と共通する譲受人に所有されている米
国特許第５，１０２，４１７号に記載されたものとだいたい同じものでもよい。米国特許
第５，１０２，４１７号は、参照されることにより、本出願の開示の一部をなすものとす
る。リング３０は、溝のある管部を構成し、ステントの配備に必要とされるかなりの構造
的な剛性を二股に分岐したステント１０の主部材１２の先端部１４に与える。
【００１９】
二股に分岐したステント１０の主部材１２の基部１３は、形状という点では、先端部１４
よりも撓みやすくなっている。基部１３は、一連のほぼ波状の部分１９を有する。隣り合
う波状の部分１９同士は、Ω状の連結部１７および波形の連結部１８で連結されている。
このようなΩ状の連結部１７は米国特許第５，９３８，６９２号にだいたい記載されてお
り、米国特許第５，９３８，６９２号は、参照されることにより、本出願の開示の一部を
なすものとする。波状の部分１９とΩ状の連結部１７からなるセル８は、これらの全周長
に沿って同じ向きに整列されている点で独特である。この様式により、この装置の主部材
１２の基部１３は、その先端部１４よりも撓みやすくなるように図られている。Ω状の連
結部１７は、この装置の主部材１２の先端部１４にある比較的剛性の高いリング３０より
も、ある程度高い柔軟性を与える。
【００２０】
二股に分岐したステント１０の主部材１２の先端部１４および基部１３は、同一の直径に
なるように広がる必要はない点に留意すべきである。実際の場合にも、冠状動脈の内部な
どでは、分岐した枝は、分岐の基部とは異なる直径を持とうとする傾向を呈示する。要す
るに、ステント１０の主部材１２の先端部１４よりも基部１３が大きな直径を有するのは
容易に想像することができる。
【００２１】
図示のように、さらに側方分岐部材１５が存在する。この側方分岐部材１５は、主部材１
２の基部１３と等しい柔軟性を有するように設計されている。さらに、この側方分岐部材
１５は、主部材１２の先端部１４の構成とよく似た放射状に配置された筋交い２１から構
成されている。また、側方分岐部材１５は、主部材１２の基部１３に見られるものと同様
のΩ状の連結部２２を有するように設計されている。特異なこととして、側方分岐部材１
５の基端２３は全体的に斜めになっている。斜めになった基端２３は、主部材１２の基部
１３の開口２４にきちんと収まる。従って、二股の分岐に配置されると、側方分岐部材１
５は血管構造における二股の分岐の領域に完全に配備される。
【００２２】
重要なこととして、二股に分岐したステント１０の主部材１２および側方分岐部材１５は
、非常に柔軟な一つのヒンジ２０により連結されている。このヒンジ２０は主部材１２の
先端部１４に連結されているとともに、側方分岐部材１５の基端２３にも連結されている
。このヒンジ２０は、二股に分岐したステント１０と同じ材料から形成されているので、
体内における電気分解が防止されている。通常、使用される材料は、レーザで切断された
手術用等級３１６Ｌステンレス鋼の管である。ただし、他の使用可能な材料として、タン
タル、プラスチックまたは形状記憶合金があることが分かっている。形状記憶合金は、ニ
ッケルとチタンの各種の配合の合金であるニチノールとして知られている。ヒンジ２０は
、その全長にわたって柔軟である。この様式のため、ヒンジ２０により、主部材１２およ
び側方分岐部材１５の一方は他方に対して曲がることができるようになっている。従って
、体内の管の二股領域に配備されると、二股に分岐したステント１０の側方分岐部材１５
および主部材１２の両方とも、血管構造に沿った所望の位置に厳重にうまく配備される。
【００２３】
二股に分岐したステント１０を使用するための配備システムは、添付の図３，図４および
図５に最も明確に示されている。配備システム１００は、概略的には、二つのガイドワイ
ヤ１０６，１０８に設けられた二つのバルーン１０２，１０４を有する。これらのバルー
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ン１０２，１０４は、対応する各ガイドワイヤ１０６，１０８により導かれるようになっ
ている。カテーテル２００の途中には、マーカーバンド１２０が諸条件を考慮して配置さ
れている。
【００２４】
バルーン１０２，１０４は、部材１２，１５を同じような形式で並列させて、二股に分岐
したステント１０を運ぶ。この様式により、ステント１０は血管構造の全体にわたって通
過させられる。それぞれ部材１２，１５を運ぶバルーン１０２，１０４は、ガイドワイヤ
１０６，１０８を通過して、血管構造における二股の領域に到達する。ガイドワイヤ１０
６，１０８は、分岐した枝部Ｍ，Ｓに挿入され、そのガイドワイヤ１０６，１０８に導か
れてバルーン１０２，１０４は分岐の枝に配置される。膨らませられたバルーン１０２，
１０４でこの分岐の内側が完全に覆われて、ステントの部材１２，１５は所定の位置に配
置される。この後、バルーン１０２，１０４はガイドワイヤ１０６，１０８に沿って退避
させられる。さらにこの後、ガイドワイヤ１０６，１０８は取り除かれる（通常は、バル
ーン１０２，１０４が退避されるのと同時である）膨張されたステント１０は、その所定
の位置に取り残され、二股に分岐した血管構造の枝部Ｍ，Ｓの内部で部材１２，１５は膨
張されたままに置かれる。この配備方法は普通よりも簡単ではあるが、本発明の装置の二
股に分岐したステント１０を正確に配備することが可能である。
【００２５】
さらに、この配備システム１００は、他の形式の二つのバルーンを利用するシステムとい
くつかの点で異なっていることに留意すべきである。すなわち、カテーテル２００の基部
から並列に配置されてゆくときに、バルーン１０２の先端１０３の方が、バルーン１０４
のそれよりもカテーテル２００の基端２０２に近いことが理解できる。換言すると、バル
ーン１０４の先端１０５の方が、先端１０３よりも約１ｃｍ先端側に延びている。これは
意図的なものである。この様式により、バルーン１０４で運ばれるステント１０の側方分
岐部材１５は主部材１２よりも遠くの位置に配置することができる。側方枝部のためのバ
ルーン１０４の先端１０５が、本枝部のためのバルーン１０２の先端１０３よりも遠くま
で延びているので、このような配置が容易に行える。
【００２６】
カテーテル２００とバルーン１０２，１０４を備える配備システム１００は、周知の方法
および材料を用いることにより製造されうる。例えば、配備システム１００は、Pinchuk 
に付与され本願と共通する譲受人に所有されている米国特許第５，７３８，６５３号に記
載されたものと同じ方法および材料を用いることにより製造されうる。米国特許第５，７
３８，６５３号は、参照されることにより、本出願の開示の一部をなすものとする。
【００２７】
次に、二股に分岐したステント１０を埋め込む方法を説明する。図４に示されるように、
血管の基幹５０は、二つの枝部Ｍ，Ｓに分岐する。ガイドワイヤ１０６，１０８は、対象
となる心臓血管系を通じて、それぞれ枝部Ｍ，Ｓの内部に送られる。複数のガイドワイヤ
を目標の領域に送り込む技術は、従来技術においてすでに周知である。
【００２８】
ガイドワイヤ１０６，１０８が図４に示された位置に挿入されると、二股に分岐したステ
ント１０におけるバルーン１０２，１０４でそれぞれ運ばれる部材１２，１５が所定の位
置に配置される。バルーン１０２，１０４は、ガイドワイヤ１０６，１０８を経て、血管
５０の枝部Ｍ，Ｓに送り込まれる。図１に示されたような二股に分岐したステント１０は
、図４および図５に示された分岐した血管５０に埋め込むのに適している。ステント１０
の二つの分岐した部材１２，１５は、ガイドワイヤ１０６，１０８により別々に導かれ、
ステント１０の位置が図４Ｂに示されるような狭窄ＳＴに並んだカライナＣに達するまで
、ガイドカテーテルの補助を得て目標の位置に案内される。
【００２９】
図５に最も明確に示されるように、挿入されたときの形態では、ステント１０は対象の血
管を自由に通過し、膨張するための準備ができている。通常、ステント１０は図示しない
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ガイドカテーテルに挿入されており、ステントの部材１２，１５が血管の内壁に引っかか
らないようになっている。ステント１０を所定位置に固定するために、主部材１２に挿入
されたバルーン１０２は、主部材１２の壁が基部１３から先端部１４にわたって、主枝部
Ｍの血管壁に接触するように膨張させられる。基部１３は血管の基幹で止まるので、ステ
ント１０の製造においては、上記のように、基部１３の膨張状態での内径が、先端部１４
の膨張状態での内径よりも大きくなるように選択されてもよい。
【００３０】
図６は、側方分岐部材１５を運ぶためのバルーン１０４が小さく膨らまされた状態を示す
図である。このバルーンは、ステント１０により運ばれ、主部材１２の開口２４を通過し
、分岐の側方枝部Ｓの内部に入り込む。バルーン１０４が膨張させられると、ステントの
側方分岐部材１５は膨張して血管構造の側方枝部Ｓに接触する。側方分岐部材１５の基端
部２３は、主部材１２の膨張した開口２４に厳重に位置する。先端部１６は主部材１２と
ちょうど同じ程度に遠くまで延びている。ヒンジ２０により、側方分岐部材１５は主部材
１２に対して適切に配置される。理想的には、図７に示されるように、ヒンジ２０がカラ
イナＣに厳重に位置するように、両方の部材１２，１５が配置される。図８は、二股に分
岐したステント１０の部材１２，１５が、血管５０の主枝部Ｍおよび側方枝部Ｓの内腔を
支えるように完全に配備された状態を示す図である。
【００３１】
二股に分岐したステントは、バルーンカテーテルに頼らない他の方法で配備することもで
きる。例えば、二股に分岐したスプリングステントが二つのワイドワイヤを通過させられ
るようになっていて、一つのガイドカテーテルの内部に挿入されていてもよい。この後、
ステントは、ガイドカテーテルを血管の分岐に向けて通過させることによって配備される
。この時、ガイドカテーテルの内部に配置されている小さい内部カテーテルを前進させて
、ステントに接触させることにより、ステントはガイドカテーテルから排出される。この
分岐ステントの配備方法は、ステントの設計された形態と、血管の様々な分岐形態のため
の様々な配備技術の成功に依存するところが大きいであろう。
【００３２】
ステント１０は、様々な単独の材料または組み合わせ材料から製造することができる。使
用しうる金属または合金は、ステンレス鋼、チタン、タンタルおよびニチノールであり、
これらは弾性、可鍛性および温度応答性の点で様々であっても構わない。また、ポリウレ
タン、ポリエーテルスルホン、ポリイミド、ポリカーボネート、およびそれらの組み合わ
せのようなポリマーを使用することも可能であり、これらが組織への吸収性や生物分解性
の点で様々であっても構わない。ステントをさらに生体適合性の高いものにするために、
熱分解性カーボンおよびヒドロゲルのような各種の表面処理を施してもよい。また、例え
ばヘパリン、抗血小板剤、血小板から抽出された成長因子(growth factor)、抗生物質、
および再狭窄の阻害を助長する薬物のような薬物の溶離を可能にするために、表面処理を
行ってもよい。
【００３３】
以上により、本発明の一つの形態が、挿入状態から使用状態に膨張可能な二股に分岐した
ステントであることが理解される。また、本発明をある程度詳細に説明してきた。ただし
、本発明は、特許請求の範囲の区域の趣旨に属するような開示された実施の形態に対する
全ての修正および変更、ならびに出願人に与えられる全ての均等物を含むことを意図して
いる。
【００３４】
この発明の具体的な実施態様は次の通りである。
（１）上記第１のバルーンが上記第２のバルーンよりも遠くに延びている請求項４記載の
組み合わせ。
（２）バルーンにより膨張可能である請求項１，請求項２，請求項３または請求項４記載
のステント。
（３）自身で膨張可能である請求項１，請求項２，請求項３または請求項４記載のステン
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ト。
（４）上記側方分岐部材が斜めになった基端を有する請求項１または請求項２記載のステ
ント。
（５）上記側方分岐部材が柔軟な連結部で連結された複数のセルを有する請求項１または
請求項２記載のステント。
（６）上記主部材が比較的剛性の高い基部を有する請求項１または請求項２記載のステン
ト。
（７）上記主部材が比較的柔軟性の高い先端部を有する請求項１または請求項２記載のス
テント。
【００３５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、体内の管の分岐部の内面を確実に覆うステントを
提供することができ、管内へのステントの配備も容易に行える。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の二股に分岐したステントの斜視図である。
【図２】本発明の二股に分岐したステントの設計図である。
【図３】本発明のステント配備カテーテルの設計図である。
【図４】（ａ）は使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図であり
、（ｂ）は使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図である。
【図５】使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図である。
【図６】使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図である。
【図７】（ａ）は使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図であり
、（ｂ）は使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図である。
【図８】使用中の本発明のステントとステント配備システムを示す概略図である。
【符号の説明】
１０　二股に分岐したステント
１２　主部材
１３　基部
１４　先端部
１５　側方分岐部材
１６　先端部
１７　Ω状の連結部
１８　波形の連結部
１９　波状の部分
２０　ヒンジ
２１　筋交い
２２　Ω状の連結部
２３　基端
２４　開口
３０　リング
３１　連結部材
３２　溝
５０　血管の基幹
１００　配備システム
１０２，１０４　バルーン
１０３，１０５　先端
１０６，１０８　ガイドワイヤ
１２０　マーカーバンド
２００　カテーテル
２０２　基端
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Ｃ　カライナ
Ｍ，Ｓ　枝部
ＳＴ　狭窄

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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